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通行には十分注意してください。

交通量の多い道路、道幅が狭い道路、未舗装

の道路などがあります。いずれも十分注意して

通行してください。また、自動車などは駐車でき

ない場所があります。

交通ルールを守りましょう。

マップの各エリアの番号は順路ではありません。

ご自由にウォーキングをお楽しみください。

交通ルールを守り、自動車や通行人の妨げに

ならないよう、注意して進んでください。

指定文化財には、触らないでください。

文化財は、地域の貴重な財産です。

みだりに触ったり、樹木などの枝や葉、

実などを持ち帰ったりしないでください。

今年度も試験的に
祝日を開館しています！

❶ 北吉井のビャクシン（国指定天然記念物）

ビャクシンとは、ヒノキ科常緑針葉高木のイブキの別名です。

「北吉井のビャクシン」は、昭和22年（1947）東京大学の本

田正次教授の調査を受け、その価値が認められました。

樹齢推定８００年以上、樹高約２０ｍ、根周りおよそ７mの

幹は、地上１ｍの地点で二股に分かれています。

ビャクシンは岩峰山圓通寺の境内に立っています。圓通寺は、

明治4年（1871）に廃寺となっていますが、周辺にはお堂の跡

も残り、現在もその名残をかすかに留めています。圓通寺の住

職だった和田氏は石鎚講の大先達で、ビャクシンは先祖が山か

ら持ち帰って植えたものと伝えられています。

平成２７年５月１６日、東温市樋口

地区に向井古墳史跡公園が開園しました。

向井古墳（市指定史跡）は、６世紀後半に築造

された円墳です。このような遺跡は、太古の

昔から、東温市内に人々の暮らしがあった

ことを示しています。

向井古墳の時代から現代まで受け継がれて

きた人の営み。その歴史を、地域に点在

する史跡から辿っていきます。

東温市イメージキャラクター

いのとん

❷ 向井古墳（市指定史跡）

東温市樋口北側の丘陵上には10余基の古墳が築かれ、群集

墳が形成されています。向井古墳はこの群集墳の１基で、古

墳時代後期（約1300年前）に築かれた古墳です。平成19年度

（2007）の発掘調査によって、横穴式石室を持つ円墳である

ことが明らかとなりました。また、石室の上半部は失われて

いたものの、石室内部からは多数の須恵器や馬具、鉄器など

の遺物が検出されました。

その後、向井古墳は周辺の整備を経て、平成27年（2015）

の5月16日、史跡公園として開園しました。園内では、築造

当時の形を再現した円墳とともに、説明看板を設けて発掘当

時の様子を紹介しています。なお出土した遺物の一部は、歴

史民俗資料館で見ることができます。

北吉井のビャクシン 向井古墳から出土した須恵器

❸志津川天満神社チシャノキ
（市指定天然記念物）

チシャノキは、ムラサキ科の落葉高樹で、中国地方西部か

ら四国、九州、沖縄地方、その他に中国中南部にも分布して

います。葉は10～17cm、先は短く尖り、葉の縁は鋸歯のよ

うに浅くギザギザになっています。葉の形や樹形が柿の木に

似ていることから「カキノキダマシ」とも呼ばれています。

志津川天満神社のチシャノキは本殿の西側にあり、樹高18

ｍ、胸高幹周3m30cm、根元の周囲が約4m80cmの大木に

育っています。6月～7月になると、枝先に円錐型の花序を作

り、多数の白い花を咲かせ、丸い実をつけます。

また境内には、平安時代の文人菅原道長が、大宰府に赴く

折に立ち寄り休んだといわれる「菅公の腰掛石」が残されて

います。

チシャノキの葉

チシャノキ

❶若宮社と身代わり狸

伊予鉄道横河原駅のほど近く、地域で「若宮さん」と呼ば

れる小さな社があります。志津川天満神社のお旅所というこ

とですが、お社には、ご神体として、横たわる狸の形をした

黒いやきものが祀られているそうです。そのご神体との関係

は不明ですが、ここにはかつて二本松と呼ばれる巨大な松が

あり、根元には狸の親子がいたと伝えられています。

昔々、二本松の近くに住む孝行者の清二郎は、母親に倣い、

毎日狸に油揚げを供えていたそうです。ある日、母親が重い

病を患い、看病もむなしく亡くなってしまいました。清二郎

は悲しみのなか、その日も供え物を手に二本松を訪れます。

すると、昨日の供え物が残ったままで、傍らでは狸が死んで

いたのです。度重なる不幸に肩を落として帰宅する清二郎。

しかし家では、驚くことに、死んだはずの母親が生き返って

いたのです。清二郎は母親と抱き合いながら喜び、「きっと

お狸さんが恩返しに身代わりになってくれたのだ」と手を合

わせて喜びました。その後も清

二郎はお供えを欠かさず、親子

仲良く暮らしたということです。

横河原地区のシンボルでもあっ

た二本松。虫害により伐採され、

残念ながら見ることができませ

んが、現在でも、若宮社のお堂

は地域の神様として祀られてい

ます。

❸横河原のまちなみ

伊予鉄道横河原線が開通したのは明治32年(1899)。松林

を伐採して開かれた駅周辺には民家が徐々に立ち並び、大正

13年(1924)、新道(国道11号・現在の県道松山川内線)が開

通すると、街道沿いや駅前通りを中心に集落が広がり、現在

のまちなみの原型が形成されていきました。一方で横河原線

の終着駅でもあることから、材木や農産物の集散地として、

近代交通の接点となり、多くの人が往来する街として賑わう

地域となりました。

繁華な時代には、日用品が一通り揃うほどさまざまな商店

が並び、「旭館」という劇場（現在の伊予銀行横河原支店付

近）もあったという横河原駅界隈。現在では、当時の面影を

残すものも少なくなりましたが、駅前の通りや県道沿い、小

さな路地などには雑貨店や造り酒屋、薬局などがあり、かつ

ての雰囲気を感じることができます。また、街道に沿って歩

き、懐かしい家構えや軒先の看板を目にするのも楽しいエリ

アです。

❶❷上市・下市地蔵（市指定史跡）

国道11号と県道松山川内線の交差点から横河原橋へ続く道

には、両端に小さな用水路が流れています。東温市志津川地

区のこの一帯はかつて町筋といわれ、旅籠や商家の立ち並ぶ

繁華な通りでした。そのため、用水路も防火用水として設け

られていました。現在では家並みも大きく変わりましたが、

わずかながら、当時の町の様子を窺えるものが、通りのあち

こちに息づいています。

上市・下市地蔵は、町筋の東端、西端にあり、江戸時代中

期に志津川村の人々によって建立されました。付近には金毘

羅街道も通り、当時栄えていた市場町の守り神として祀られ

たものと考えられています。

上市地蔵

下市地蔵





折ったようす

① A３サイズの用紙に両面印刷してください。

※ A3より小さな紙では、字が見えづらくなります。
裏面が透けて見えづらい場合は、片面印刷で出力
してください。

紹介文の面 地図の面

② 地図の面を表にして、横長に
二つ折りにします。この時、
上から下に折ってください。

③ 縦半分に折り、折り
すじをつけて開いて
ください。

④ 左右の端を③の折り
すじに合わせるよう
に折ります。

折ったようす

⑤ 左側を③の折りすじ
のところで二つ折り
すると…。

＊＊＊ウォーキングマップの折り方＊＊＊

折りすじ
↙


